
01 「支障事例」は提案の中で最も重要な要素

提案作成のポイント
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02 根拠法令（課題の原因）を調べよう

提案作成のポイント

調べ方
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提案募集方式データベース（提案検討支援ツール）を活用して、
参考となる過去の提案を見つけよう
※詳細はＰ６



03 提案の対象であるか確認しよう

提案作成のポイント
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※対象外の事項でも、その手続き（各種補助条件の見直しや手続・書類の簡素化等）に関するものは対
象になりますので、一度、ご相談をお願いします。



地方から派遣されている調査員より
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■ 支障事例が具体的であればあるほど助かった（定量的な根拠があれば助かる）
→ 関係省庁との交渉（有識者からのヒアリング、担当部局間での折衝）で非常に役立つ
Ex）・この事務を処理するのに〇人の職員、約〇時間を要する

・〇〇計画の〇〇の事項を変更するには、県の協議会に諮ったうえで、国から許可
が下りるまでに、約〇か月かかる。すべての手続に約〇か月かかる。

■ 支障として御相談いただく計画や国からの事務連絡等については、インターネットで入手でき
るものについては、分権室調査員側でも、最大限お調べいたします。ただし、インターネットか
ら入手できるものばかりではないため、参考になりそうな資料がございましたら、幅広くご提供
いただけると大変助かります。

■ 重点事項として選定された提案については、有識者によるヒアリングを実施しており、
その際に各省より制度の考え方や対応できない理由について資料が提供されている場合がある。
加えて、計画策定について、一体的策定または共同策定することが可能かどうかについては、
ＨＰに掲載しているのでご活用いただきたい。

調査員に聞ききました！
「地方からの提案を調整するうえで、思ったこと、感じたことは？」

https://www.cao.go.jp/bunken-suishin/kaigi/kaigi-index.html
https://www.cao.go.jp/bunken-suishin/gimuwaku/gimuwaku-index.html


地方から派遣されている調査員より
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■ 過去に提案をしたときに事務量が多くて大変だったので今年は提案できそうにない」というよ
う話を地方公共団体から聞いたことがあります。実際には、案件によって業務量は様々なので、
そこまで提案団体に何かを求めることがない提案（本提案提出後は1次回答への見解をもらう以
外に作業や連絡が殆ど発生しない提案）も多く、過去の経験則で提案を渋られている方がいるの
は、勿体ないと思う。

■ 制度の詳細や具体的な事務の流れ等を実務担当のお立場から丁寧に教えていただき助かった。
■ 他の自治体に状況や意見を伺い、その情報を伝えていただき助かった。意見の補強にもなる。
■ 早めに相談していただけたり、当室からの相談に素早く対応していただけて助かった。
■ 簡易相談を年中受け付けているので、是非お気軽に活用いただきたい。

調査員に聞きました！
「地方からの提案を調整するうえで、思ったこと、感じたことは？」


